
三石昆布組合 

	

水産出前授業は、小、中、高校、大学と、幅広い年齢層を対象に年５回開催されています。「新

ひだか町の漁業」を共通の課目として紹介し、対象年齢によってロープワークや昆布調理等の実

技を取り入れる等、わかりやすい授業が工夫されています。勿論、多面事業の説明も忘れていま

せん。『「藻場の保全」には、昆布漁場を守り、育てる事が必要です』	

先生役は、青年部長等の漁業者が自ら受け持っており、現場の経験を生かした「生の声」での

授業は、大変、説得力があり、アンケート調査結果からは生徒達の理解度が高まっていることが

伺われます。	

【座学の基本課題】	 	 	 	 	 	 	 	 	 【静内高静小学校（漁業グループ他、５グループ）】	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

	

	

	 	 	  

【静内第三中学校  体育館で４班に分かれロープワーク実習】 

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 			 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

   

           【女子も男子も、昆布の裁断から】 

   【静内高校 昆布調理実習】      【昆布かりんとうの完成】                         

活動状況 

北海道水産多面的機能発揮対策協議会 


